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ごあいさつ

　皆様には、日頃よりあぶくま信用金庫をご利用、お引き立
ていただきまして誠にありがとうございます。
　当金庫に対するご理解を一層深めていただくため、ディス
クロージャー誌「REPORT2026」を作成いたしましたので、
ご高覧いただければ幸いに存じます。

　さて、2025年度の経済情勢を振り返ってみますと、国内
経済においては、一部において弱めの動きもみられたものの、
全体としては緩やかな回復基調を維持いたしました。しかし、
地域経済は依然として長引く物価高の影響により家計負担
が増大し、個人消費の回復の遅れが続いております。一方、
世界経済は、特に米国とイランの地政学リスクの高まりによ
り、全体として成長率の減速傾向が続いております。そうし
た中、国内の金融市場においては、2025年 12月に続き、
2026年 6月にも日本銀行が政策金利を1％とする追加利上
げを公表したことで、金利のある世界が定着しつつあります。

　当金庫の主要な営業エリアである浜通り地方では、福島
第一原発事故被災地域である浪江町・双葉町・大熊町の駅
周辺などで、様々な整備事業が次 と々公表されております。
　こうした中、当金庫は 2026 年 2月、福島国際研究教育
機構（F-REI）と連携協定を締結いたしました。本協定を通
じて地元経済界との連携を密にし、研究開発・事業化・人
材確保および育成等への貢献を図ってまいります。

　このような環境の中、2025年度の当金庫におきましては、
「あぶくま『未来を拓く変革への挑戦』3カ年計画」に掲げ
た各施策を推進した結果、預金積金残高は 3,011億円、貸
出金残高は 1,036 億円となりました。また、収益面では経常
利益 9 億 3 千 4百万円、当期純利益 6 億 8千 4百万円を
計上することができました。
　これもひとえに地域のお客様のお力添えの賜物と深く感謝
申し上げます。

地域の皆様と一緒になって考え、地域の皆様と一緒になって考え、
問題を解決する課題解決型金融を実践し、問題を解決する課題解決型金融を実践し、
地域の活性化に地域の活性化に
全力で取り組んでまいります。全力で取り組んでまいります。
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当金庫の概要 （2026年3月31日現在）

創 立 年月日 1950 年 9月12日
所　 在　 地 福島県南相馬市原町区

栄町二丁目15 番地
電　　　　話 （0244）23-5132（代表）
ホームページ http://www.abukuma.co.jp
出　 資　 金 624百万円
会　 員　 数 9,831名
預 金 残 高 301,169百万円
貸出金 残 高 103,638 百万円
店　 舗　 数 16店舗（うち出張所1ヵ所）
常勤役職員数 100 名

（役員6 名、職員94 名）

＊本誌では、原則として単位未満切り捨てのうえ表示し
ております。したがいまして、合計を表示している欄等
との数値が一致しない場合があります。

　当金庫は、東日本大震災後の 2012年2月、特定震災特例
協同組織金融機関として国より200 億円の資本支援を受けて
おりましたが、2026年2月にこれを全額返済いたしました。
　2026 年度は公的資金全額返済後の初めての年度であり、
当金庫が東日本大震災後の復興創生に向かってさらなる飛躍
を遂げるため、新しいスタートを切る記念すべき年となります。
そのためにも全役職員が一丸となり、新しいあぶくまスタイル
を構築しながら、「オールあぶくま」でお客様本位の金融サー
ビスの提供と地域社会の発展に尽力してまいります。

　今後とも、より一層のご支援、ご愛顧を賜りますようお願
い申し上げます。

　　　2026年７月 あぶくま信用金庫　　　　
理事長　太田　福裕
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